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四
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よ
く
す
る
会
と
民
法
協
が
緊
急
シ
ン
ポ

問
題
浮
き
彫
り
中
止
を

　
1
8
日
開
会
し
た
大
阪
市
議
会
で
、
大
阪
維
新
の
公
邸
議
員
定
数
の
削
減
（
別
項
）
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に

対
し
、
大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
（
よ
く
す
る
会
）
と
民
主
法
律
協
会
が
2
0
日
夜
、
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
し
た
。

大
阪
市
北
区
内
の
会
場
に
4
1
入
が
参
加
し
、
ユ
ー
ー
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
生
呪
言
は
4
9
接
続
。
「
多
様
な
市
民
の
民
意
を
切
り
捨

て
る
市
会
議
員
定
数
の
削
減
中
止
を
求
め
る
決
議
」
を
採
択
し
、
定
数
削
減
の
問
題
点
を
多
く
の
市
民
に
知
ら
せ
、
削

減
中
止
を
求
め
る
陳
情
書
を
提
出
す
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。維新の議員定数削減に反対して聞かれた緊急

シンポジウム＝20日、大阪市北区内

　
よ
く
す
る
会
の
福
弁
明
事

務
局
長
の
進
行
で
、
民
主
法

律
協
会
事
務
局
長
の
西
川
武

史
弁
護
士
、
日
本
共
産
党
の

山
中
智
子
大
阪
市
議
団
長
、

全
大
阪
生
活
と
健
康
を
守
る

会
連
合
会
の
武
□
耕
吉
郎
会

長
、
大
阪
経
済
大
学
の
柏
原

訳
註
教
授
べ
そ
れ
ぞ
れ
報

告
し
ま
し
た
。

　
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る

　
首
長
が
削
減
主
導

　
西
川
氏
は
、
維
新
は
定
数

削
減
を
「
身
を
切
る
改
革
」

維
新
の
議
員
定
数
削
減
案

　
大
阪
維
新
の
会
は
市
議

会
各
金
沢
に
、
総
定
数
を

現
行
肌
か
ら
7
0
へ
と
１
１
１
１
削

減
す
る
案
を
示
し
て
い
ま

す
。
削
減
が
狙
わ
れ
て
い

る
選
挙
区
は
次
の
通
り
。

○
定
数

‐
6
↓
５
＝
平
野
区

○
定
数
５
↓
４
＝
住
吉

区
、
城
東
区
、
東
淀
川
区

○
定
数
４
↓
３
＝
生
野

区
、
東
住
吉
区
、
住
之
江

区
、
北
区

○
定
数
３
↓
２
＝
東
成

区
、
西
淀
川
区
、
旭
区

「
逆
転
現
象
」
な
ど
の
解
消

に
取
り
組
み
、
先
の
市
議
選

は
2
0
年
の
国
勢
調
査
結
果
か

ら
２
減
で
実
施
さ
れ
た
と
報

告
。
維
新
の
削
減
案
は
同
じ

国
勢
調
査
結
果
で
４
年
後
の

定
数
を
決
め
る
な
ど
、
全
く

道
理
が
な
い
と
批
判
し
ま
し

た
。

追
い
込
む
逞
洪
７
異
常
な
生

活
保
護
行
政
が
進
み
、
市
営

住
宅
が
不
足
す
る
一
方
、
家

具
減
免
件
数
も
大
幅
に
減
少

し
て
い
る
と
告
発
。
カ
ジ
ノ

誘
致
計
画
の
撤
回
な
ど
、
維

新
政
治
を
転
換
す
る
た
た
か

い
を
広
げ
る
こ
と
が
重
要
だ

と
述
べ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
維
新
案
は
行
政
区
ご
と
の

と
言
う
が
、
多
様
な
民
意
を
削
減
朧
居
的
で
ぐ
票
の
　
少
数
派
の
意
見
を

切
り
捨
て
、
首
長
に
対
す
る

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
形
骸
化
さ

せ
る
暴
挙
だ
と
指
摘
。
住
民

自
治
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
は
人
権
保
障
と
民
主
主

義
を
貫
く
た
め
に
重
要
で
、

憲
法
の
要
萌
だ
と
力
説
し
ま

し
た
。

　
横
山
英
幸
大
阪
市
長
（
大

阪
維
新
の
会
幹
事
長
）
が
定

数
削
減
を
「
で
合
る
だ
け
浬

や
か
に
迪
め
て
も
ら
い
た

い
」
と
述
べ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
「
議
会
に
チ
ェ
ッ
ク
さ

れ
る
対
象
で
あ
る
首
長
自
身

が
定
数
削
減
を
主
導
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
批
判

し
ま
し
た
。

　
全
く
道
理
が
な
く

　
恣
意
的
な
削
減
案

　
山
中
氏
は
、
こ
れ
ま
で
市

議
会
で
は
人
口
の
少
な
い
区

の
方
が
議
員
定
数
が
多
い

格
差
も
逆
に
広
が
る
と
指
　
切
り
捨
て
る
の
か

摘
。
「
二
九
代
表
制
や
議
会

を
否
定
し
、
維
新
の
首
長
が

決
め
た
こ
と
だ
け
が
運
め

ば
、
市
民
の
声
、
と
く
に
弱

者
の
声
が
届
か
な
く
な
る
」

と
強
調
し
、
定
数
削
減
反
対

で
市
民
と
共
に
頑
張
る
と
述

べ
ま
し
た
。

　
定
数
を
削
減
し
て

　
さ
ら
な
る
改
悪
が

　
大
□
氏
は
、
も
し
大
阪
市

議
会
の
定
数
が
大
幅
削
減
さ

れ
れ
ば
、
運
動
団
体
と
大
阪

市
の
「
協
議
了
一
ュ
ア
ル
」

が
全
廃
さ
れ
て
市
民
要
求
が

運
ら
な
く
な
る
可
能
性
や
、

生
活
保
護
の
申
請
権
の
権
利

侵
害
は
じ
め
制
度
の
改
悪
が

迪
む
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し

ま
し
た
。

　
維
新
市
政
の
下
で
、
生
活

保
護
を
敵
視
し
、
利
用
者
を

　
柏
原
氏
は
「
そ
も
そ
も
政

治
は
、
生
活
が
困
っ
て
い
る

人
だ
ち
な
ど
少
数
派
の
た
め

に
あ
る
。
そ
の
少
数
派
の
意

見
を
切
り
捨
て
て
い
い
の

か
」
と
問
い
掛
け
。
今
回
の

削
減
に
は
明
確
な
理
由
が
な

く
、
維
新
が
「
身
を
切
る
改

革
」
を
実
現
す
る
ス
ピ
ー
ド

感
を
示
す
た
め
だ
け
の
も
の

だ
と
述
べ
ま
し
た
。

　
議
会
の
役
割
は
、
首
長
に

対
し
て
複
数
の
議
員
が
公
開

の
易
で
自
白
に
議
論
す
る
こ

と
に
あ
る
と
強
調
。
「
大
阪

維
新
の
会
の
幹
事
長
で
あ
る

横
山
市
長
を
、
市
議
会
の
過

半
数
を
占
め
る
維
新
が
チ
ェ

ッ
ク
で
き
る
の
か
。
そ
の
上

に
定
数
を
削
減
す
れ
ば
二
元

代
表
制
を
根
底
か
ら
誓
言
」

と
に
な
る
」
と
語
り
ま
し

た
。
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